
保健だより 青森県尾上総合高等学校 通信制課程 2025年６月 

 

スクーリングが始まって約一ヶ月が過ぎました。新入生、転編入生の皆さん、学校生活には慣れま

したか？気温が高い日が続き、天候の変化に慣れず体調を崩す人が多くなる季節となりました。よく

食べ、しっかり睡眠をとりながら体調を整えるようにしましょう。 

 

熱中症は、暑さによって体温調節機能がうまく働かなくなり、体内に 

熱がこもることで生じる病気です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※2024 年度（５～９月）の熱中症による救急搬送者数は全国で 97,578 名、 

同期間中の死亡者数は 120名。（総務省消防庁） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

熱中症予防のために 

◎熱中症警戒アラートを利用しよう！ 

※熱中症警戒アラートは、熱中症の危険性を知らせるために気象庁と環境省が発表する情報で、特に高

温が予想される日に発表されます。 

（暑さを避ける、エアコンの有効活用、不要不急の外出をできるだけ避ける） 

◎こまめに水分補給をする。 

喉が渇く前に水分補給をする。塩分補給も忘れずに！（簡単に塩分が摂れるタブレットもあります。） 

梅雨入り後～

８月に多発 

多発 



日本人が歯を失う理由の第１位は、「歯周病」です。 

歯周病とは、細菌の感染によって引き起こされる炎症性疾患で、歯の周りの歯ぐき（歯肉）や、

歯を支える骨などが溶けてしまう病気です。歯と歯肉の境目（歯肉溝）の清掃が行き届かないでい

ると、そこに多くの細菌が停滞し歯肉の辺縁が炎症を起こして赤くなったり、腫れたりしますが痛

みはほとんどの場合ありません。さらに進行すると膿がでたり、歯がグラグラと動くようになった

りして、最後には歯を抜かなければならなくなってしまいます。 

 

 

 

 

 

 

 

歯がなくなるとどうなるの？                                 歯周病かも？ 

歯は周辺の歯と間隔なく生えることで支え合っています。                チェックしてみよう！ 

歯が１本でもなくなると、隣の歯が少しずつ移動したり傾いたりして

噛み合わせや歯並びが悪くなります。噛み合わせや歯並びは見た目に

とても影響するため、左右同じ程度の力で噛めないと顔の輪郭が変わ

ることがあります。老けて見られることも…。 

また、口腔内の状態が全身の健康に影響しています。 

・肥満や糖尿病になりやすい。 

・脳血管疾患のリスクが高まる 

・転倒しやすくなる 

・胃腸への負担が増え、免疫力が低下する。 

※噛まないことによって脳への刺激が減少するため、認知症の発症リ

スク上昇も懸念されています。 

 

 

◎正しいブラッシングをするだけで、歯周病は十   

分防ぐことができます。 

◎通信制では、今年度新たに「歯科検診」が行わ 

れました。この機会に、歯の健康（自分の歯の 

状態、歯みがきの仕方等）について考えてみて 

はいかがでしょうか？ 

□朝起きたとき口の中が                      

  ネバネバする 

□はみがき時に出血する 

□口臭が気になる 

□歯肉が痛い 

□歯肉が腫れている 

□歯が長くなった気がする 

□歯と歯の間に隙間があ 

り、食べ物が挟まる 

□歯がグラグラと動く 

 

 


